
 
 

 

ホームページ掲載のあいさつ文より 

今回、オンライン配信をする運びになった FORZA 駒澤は３年前から作成し、地

道な活動を通じ今に至っております。その中で多くの方々に支えられ紙面もこの３

年間でだいぶ充実してまいりました。  

インターネットを利用したオンライン配信はこれから長く続くであろう FORZA 駒

澤の過程のひとつだと考えております。FORZA 駒澤は紙媒体で、今まで学内、試

合会場といった特定の場所でしか配ることが出来ませんでした。しかし、今回のオ

ンライン配信にともない遠方の方もご覧になれますし、また、消えていってしまう過

去の紙面も、無尽蔵に蓄積していくことが出来るようになりました。その他にもカ

ラーバージョンが楽しめるなどオンライン配信は FORZA 駒澤の可能性を広げてく

れるものだと確信しております。 

今後ともスタッフ一同、皆様に喜んでいただけるような紙面作りを目指し頑張っ

ていきたいと思っておりますので、駒大サッカー部と共に「FORZA 駒澤」をこれから

もよろしくお願いいたします。 

駒澤大学法学部法律学科３年（H１５・６月現在） 駒大スポーツ サッカー班チーフ 内田浩嗣

 ＜＜＜編集後記 
スペースが余った。ネタもない（ただの怠慢です…）。ということで、たまには編集後記でも書いてみる。▼「自分を語れる」ということがとても

大事だ。そしてそれは意外に難しい。これは就職活動を行って抱いた感想である。▼面接ではきちんと自分を語れる人が合格し、語れない人は落ち

る。当然だ。面接官とは面接の場で初めて出会うのだ。限られた時間の中で、自分を良く知ってもらうには自分をしっかり語るしかない。▼「自分

のことは自分が一番よく知っている」とはよく言うが、「じゃあ自己ＰＲして」と言われて初めからきちんと話せる人は、そういない。自分を語れる

ようになるには自己分析が必要だ。これまでの人生を振り返ることからはじめ、どんな性格か、長所は何か、短所は…。人から言われて始めて気づ

くことも意外と多い。そうして自他両面から自分を知る、または確認することは有益なことである。▼インタビューをしていると、いつも同じこと

しか言わない選手がたまにいる。こちらの聞き方が悪いということもあるだろう。だが選手にはインタビューをもっと大切にして欲しい。インタビ

ューの時間はその日の自分を反省し（自己を確認）、次へつなげるいい機会だと思うのだ。▼これまで私がインタビューした中で、どんな時も真剣に、

言葉を選びながら応えてくれた選手がいた。鹿島アントラーズの深井正樹選手である。質問を投げかけるとまず「うーん」と眉間にしわを寄せて考

える。彼はインタビューを利用して、常にその日の自分やチームの出来を反省しているようだった。彼が大学入学時の目標だったＪリーグ入りを実

現させたのも、この事と無関係ではないだろう。▼たかがインタビューだが、そこでしか気づかない課題も見つかるかもしれない。気持ち、感情は

いかにも複雑だ。それを寸分違わず言葉にするのは容易ではない。だが面接ではないからうまく言葉には出来なくてもいい。言葉にしようと努力す

るだけで得られるものがとても大きいと思うからだ。選手には自ら話し掛けてくるくらい、インタビューを大事にしてほしいと思う。（熊崎） 
 

この度、駒大スポーツホームページ上でＦＯＲＺＡ駒澤が公開されることになりました。これにより

試合会場へ来ることが出来ない方にもご覧頂くことが可能となり、バックナンバーが欲しいといった要

望にもお答えできるようになりました。まだ一部準備中ではありますが、ホームページにアクセスして

ぜひご覧下さい！ 

駒大スポーツホームページアドレス 

http://www.komazawa-u.ac.jp/gakunaisoshiki/kenkyujo/masuken/ksindex.html 
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～お知らせ～ 
 ＦＯＲＺＡ駒澤ＢＯＸ

を駒澤大学駒沢校舎内食

堂のアイスクリーム売り

場、学生部に設置してい

ます。毎週金曜日に置い

ておくので、ご自由にお

持ちください。 
 

 ＦＯＲＺＡ駒澤は毎週金曜発行！お便り、感想等はこちらまで 
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